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ジ ョブ問 合せ装 置 につ いて

今まで、ジョブの問合せについては随分御迷惑 をおかけした事 と思 います。今回ジ ョブ問合せ装置

がセンターに設置 され、問合せ装置を動 かすソフ トウエアの開発 も順調に進 み、11月1日 よ り試験的

に使用 してお ります。

間合せ装置は電話 と表示盤の2種 類か らなっており、学内(九 州大学内)の 利用者 は今後 ジョブの

問合せは直接 これを利用 して行なって ください。

学外(九 州大学外)利 用者は、問合せ装置が使用で きません し、ジョブ番号 も分 っていませんので

(092)-64-1101内 線2257'受付 に電話 してお尋ね ください。

以下 に電話による問合せ 手順、表示盤による問合せ手順を記 します。

なお、当分の問計算済、出力済、ジ ョブ完了は結果がラインプリンタ装置で打ち出され る時点 を指

していますので、返却箱に入るまでは多少時間のかか る場合があります。

表示盤 はセンターの『二階ロビーおよび五階滞在者控室 に設置 してお ります。

1.電話 による問合せ手順

①学 内電話からは、69"を ダイヤル(セ ンターの電話 からは"769")し ます。

② 話中音(一 般 の電話と 同 じ)の ときは、 しばら く時間 をおいて、① より繰 り返 して ください。

③ 特殊剤 話中音より低 く長い1め のときは、問合せたいジ ョブの受付番号6桁 をダイヤルします。

④ 特殊音が7～8秒 続いた後、次の4つ の音声のうち1つ が返って きます。

・ 該当番一り'がありませ ん。

・ 計算待 ちです。

・ 計算中です。

・ 訓'算済みです。

⑤II舌 中1'1二

注1.ダ イヤル間隔は一般の電話 と同 じ要領 で行 なってください。

2.間 隔があき過 ぎると話中音 となります。

3.話 中音の ときは、一渡 電話 を切 って① よ り繰 り返 して ください。

2.表 示盤による問合せ手順

①(使用 可、使用中)ラ ンプを押 します。

② 使用 可ランプが点灯 しなければ、しばらく時間 をおいて① より繰 り返 して ください。

③ 使用可ランプが点灯 したならば、問合せたいジョブの受付番 号6桁 をダイヤル します。

④ 使用中 ランプ点灯。

⑤7～8秒 後情 報ランプが点灯 します。

⑥ 復旧ボタンを押 しておきます。

注1.ダ イヤル問隔は一一般の電話 と同 じ要領で行 なって ください。

2.ダ イヤルを誤ったとき、使用中ランプや情報ランプ点灯中のときには復旧ボタンを押 し

た後① よ り繰 り返 して ください。



表 示 盤

以上2つ の 問 合 せ は 、 利 用 者 の ジ ョブ 処 理 を し て い る時 の み可 能 で す 。 な お セ ン タ ー ロ ビー のJP

1500(オ ン ラ イ ン タ イ プ ラ イ タF1592A)に 個 々 の ジ ョブ 入 力 、 実 行 開 始 、 出 力 終 了 の メ ッセ ー ジ を

出 して い ます の で併 せ て御 利 用 くだ さ い。

JP1500へ の メ ッ セ ー ジ の 意 味

注1)読 込 まれたジョブで実行が開始 され ていないジョブはたかだか30件 ですので、実行が

開始 されるまで約1時 間です。 ただし、B、Cジ ョブはこれ以上 となることがあ ります。

注2)Aジ ョブの場合です と、出力が終了す るまで10分 ～20分 程度 です。

注3)仕 訳はほぼ15分 間隔で してお りますので、 この メッセージが川たあとだいたい15分 以

内に返却箱に入るのが普通です。


